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台中市とのサイクルツーリズム及び観光友好交流の促進に関する協定締結 

 
平成 29 年 2月 9日（木）、奥塚正典中津市長、

草野修一中津市議会議長らが台中市役所を訪問

し、台中市政府観光旅遊局長陳盛山（チン・シ

ェンシャン）とともに「サイクルツーリズム及

び観光友好交流の促進に関する協定書」に署名

し協定の締結を行いました。 

両市には、メイプル耶馬サイクリングロード

（中津市）や東豊自行車緑廊（台中市）等の鉄

道廃線跡を利用した自転車道があり、サイクル

ツーリズムを通じ観光や産業の発展をめざす共

通点があることから、両市長の強い要望のもと協定の締結が実現、立会者として台中市の林陵三

（リン・リョウサン）副市長、大分県観光・地域局の岡本天津男局長が同席しました。 

双方はサイクルツーリズムを通じた交流を継続しており、平成 28年 9月 26日に台中市訪問団

がメイプル耶馬サイクリングロードを訪れ、名勝耶馬の風景や羅漢寺参拝を楽しみました。また、

平成 28年 10 月 8日に台中市で行われたサイクリングフェスティバルには、大分県訪問団として

メイプル耶馬サイクリングロード活性化会議の委員である市民や中津市担当者が参加し、台中市

関係者と交流を深めています。 

今回は、他に后豊鉄馬道（台中市）4.5ｋｍを

レンタサイクルで実走し、鉄橋やトンネルなど

鉄道の名残を視察、CHC 財団（自転車による健

康科学に関する研究機関）や GIANT社（台中を

拠点とする台湾が誇る自転車の世界企業）のフ

ラッグシップショップなども訪問しました。 

今後両市は、協定に基づき自転車を通じた取

り組みや観光交流を相互で行うこととしており、

インバウンド観光の推進や官民が一体となった

国際交流が期待されます。 

大分県と台中市は、平成 27 年 11 月 27 日に大分県と台中市において観光友好交流連携に関す

る協定、平成 28 年 9 月 8 日には広瀬知事と林佳龍（リン・ジャーロン）台中市長が友好交流に

関する覚書を交わす等、交流が活発化しております。また、大分空港と台中空港を結ぶマンダリ

ン航空の定期チャーター便が就航しており、本年 10月までの就航継続が決定しています。 

県内市町村自治体において、台中市と協定等を行ったのは今回が初めてです。 

左から、林副市長、陳局長、奥塚市長、岡本局長 

奥塚市長（左）を先頭に后豊鉄馬道を走る 
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問合先：耶馬渓観光室 担当：宝阪 

（TEL：0979-22-1111・内線 321） 
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台中市と大分県中津市、共同で自転車観光推進へ 協定締結／台湾 

（台中 10 日 中央社） 

台中市政府は 9 日、大分県中津市と、自転車

旅行と観光交流の促進に関する協定を締結し

た。台中市の林陵三副市長は、今後双方の観光

客の相互訪問が拡大し、台中の観光資源を高め

ていければと期待を示した。 

台中には、台湾 10 大自転車道に数えられる

「東豊自行車緑廊」と「后豊鉄馬道」がある。

一方、中津市は日本で最も美しい自転車道と評

されている「メイプル耶馬サイクリングロー

ド」を擁する。この 3 つの路線はいずれも鉄道廃線を利用しており、沿線には橋やトンネル、

旧駅舎などがあるという共通点がある。 

台中市観光旅遊局は昨年、市内の自転車産業関係者らとともに大分県を訪問。奥塚正典・

中津市長らにサイクリング交流の推進を提案していた。 

協定には台中市観光旅遊局の陳盛山局長と奥塚市長が調印。林副市長や大分県観光・地域

局の岡本天津男局長らが立ち会った。 

台中市と大分県の間では、昨年から交流が活発化している。昨年 2 月に双方の温泉関係団

体が協定書を交わしたほか、同 9 月には両県・市が友好交流に関する覚書（MOU）を締結。

また、同月には双方を結ぶ定期チャーター便が就航した。 

陳局長は、今回の協定締結が台湾の旅行業にとって転機となり、中部 7 県市で構成される

「中台湾観光連盟」と九州各県との交流が拡大していけばと述べ、台中を訪れる日本人観光

客の増加を願った。（カク雪卿／編集：名切千絵） 
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青年日報 2017.2.10（日本語訳） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台中市 中津市 自転車協定 観光提携と振興 
台中市役所は昨日、日本の大分県の中津市とサイクルツーリズム及び観光友好交流の促進に関する協定を結び、

双方の自転車道同盟を通じて台中市のスポーツ観光・ショッピング・物流などのさまざまな産業の発展に期待して

いる。 
台中市副市長の林陵三曰く、台中東豊自転車緑廊及び大分県中津市の耶馬溪サイクリングロードはどちらも鉄道

跡を再利用し、とても似ている。近い未来、双方の観光客がお互いに行き来の拡大及び、台中市の観光資源がより

発展することを期待する。 
台中「東豊緑色走廊、后豊鉄馬道」は台湾で最も有名なサイクリングロードのひとつ。日本の大分県中津市のメ

イプル耶馬サイクリングロードは日本で最も美しい自転車道と評価されている。この日本のサイクリングロードは

鉄道跡を活用し、沿線上に橋梁やトンネル、昔の駅などの施設が残されて、とても似ている。 
昨日の調印式の中では、観光旅行局長の陳盛山と中津市長の奥塚正典がサイクルツーリズム及び観光友好交流の

促進に関する協定を結び、林陵三と大分県企画振興部観光地域局長の岡本天津男と大分県中津市議会議長の草野修

一などが同席し、調印式終了後、双方が各地域の特徴的でかつ美しいプレゼントを交換し、現場は熱く交流した。 
 
写真キャプション 
調印式では、観光旅行局長の陳盛山と大分県中津市長の奥塚正典が共同で署名した「サイクルツーリズム及び観光

友好交流の促進に関する協定」 
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旅報 2017.2.13（日本語訳） 
 台中市と日本の大分県が自転車道の協定を締結 
 台中市政府は近年積極的に日本の各県や市と観光交流を積極的に進めており、その中で大分県との交流が最も成功

している。去年お互いに姉妹都市協定を結び、その上で定期チャーター直行便が就航し、全面的に双方が温泉・自転

車および学生旅行などの面における協力が軌道に乗り始めた。台中市役所は２月９日にて、日本の大分県中津市とサ

イクルツーリズム及び観光友好交流の促進に関する協定を結び、本協定を通じて、台中市のスポーツ観光・ショッピ

ング・物流などのさまざまな産業の発展に期待している。 
 台中市副市長の林陵三曰く、台中市ははじめて「海外旅行人気都市トップ 100 ランキング」に選ばれたほか、去年

台中市における観光客のホテル利用率は、６都（６つの直轄市：台北市、台中市、台南市、新北市、桃園市、高雄市）

の中で唯一増加している。そして、先日アメリカのＣＮＮでも台中は住みやすい都市であるとの報道があり、日本の

大手旅行会社のＨＩＳの調査では、高美湿地は、日本人観光客が秋に最も行きたい場所として選ばれている。台中自

転車道旅行は、山城と湿地、山と海が一体となり、双方の自転車道の同盟により、共同で推進と宣伝を行うのは、壮

挙である。 
 台中市観光旅行局長の陳盛山曰く、台中「東豊緑色走廊、后豊鉄馬道」は台湾で最も有名なサイクリングロードの

ひとつ。日本の大分県中津市のメイプル耶馬サイクリングロードは日本で最も美しい自転車道と評価されている。こ

の日本のサイクリングロードは鉄道跡を活用し、沿線上に橋梁やトンネル、昔の駅などの施設が残されて、とても似

ている。 
 そのほか、台中自転車産業は年間１０００億台湾ドルに達して、台湾全土の自転車産業の最も重要な拠点であり、

近年は、政府が初めて自転車製造産業に、観光の要素と可能性を組み入れ、自転車の部品製造組立から自転車観光ま

ですべて市役所が国際宣伝に使える有力な武器になった。 
 
写真キャプション 
台中市観光旅行局長陳盛山（左２）大分県中津市長奥塚正典（左３） サイクルツーリズム及び観光友好交流の促進

に関する協定 


